弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

完全に車を締め出そうとするロンドン。

オックスフォード・サーカスの１車線化。

ロンドンのオックスフォード・サーカスと言えばピカデリー・サーカスに並ぶ一大交差点だ。東京で言えば、丸の内のビックカメラ、国際フォーラムの交差点のようなもので、大ショッピング・ゾーンのど真ん中にある最も混雑している交差点である。ヨーロッパ中からのショッピング客でごった返し、聞こえるLanguage（言葉）は世界各国の言葉が飛び交い、最もスリやかっぱらいの多い所でもある。そして、その交差点に進入して来る車は４方向から、二階建てのバスがいつも連なり、そこにタクシーやら自家用車やらがいっぱい入って来る。そこを何と今まで１方向２車線、つまり対面通行で４車線であったのを１車線にする工事が行われているので驚いた。従って、進入車は２車線から１車線になるので大渋滞である。塞いだ車線は何にするかというと、これが驚いたことに歩道を広げているのである。ヨーロッパ中からのショッピング客が押し寄せる為に歩道が大混雑し、地下鉄の入り口まであるものだから身動きが取れない状態になっていた。そこで何と車道を塞いでしまって歩道にする工事が行われている。ロンドン市長の大英断というか、もはやロンドン市内からは車を締め出そうという強行策と見た。元々ロンドン市内に入る為にはCongestion chargeすなわち渋滞税が車に課せられる。どのようにして車に課すかというと、道路の至る所に付けられたテレビカメラでナンバーを読み取り、後で請求書が回ってくるというシステムである。おまけにオックスフォード・サーカスの１車線化によって、益々車で市内に入ることは大渋滞に巻き込まれるということを覚悟しなければならないので、車の使用量がどんどん減るという計算である。しかもロンドンでは大きなイギリス男が一人窮屈そうに乗れる超ミニの電気自動車が大普及している。これだと駐車代金からCongestion chargeまでが格安となる措置が取られているからである。電気自動車の普及はロンドンが東京の１０年先を走っている。お陰で空気も東京よりはるかに清浄だ。

以上
